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超音波二重プレート検出センサ ( コン ト ローラ内蔵形 ) UDCM-30GM-085-3E3
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• 板金向き

• プレー ト 1 枚、 2 枚以上、 無を区別し検出

• テ ィ ーチ･イ ン不要

• 表面の色、 光沢に関係な く 検出可能

仕様
送受信ユニ ッ ト 距離 50 ～ 150 mm , 最適値 : 80 mm
周波数 85 kHz
表示
緑 LED プレー ト 1 枚検出 
黄 LED 非検出

赤 LED プレー ト 2 枚以上検出

電気的仕様
電源電圧 +UB 18 ～ 30 V DC、 リ プル 10 % 以下

無負荷時消費電流 Io 200 mA 以下

入力
入力タ イプ モー ド切替入力

ロー レベル : -UB ～ -UB + 1 V
ハイ  レベル : +UB -1 V ～ +UB

パルス幅 100 ms 以上

イ ンピーダンス 4 kΩ 以上

出力
出力タ イプ PNP ト ラ ンジス タ出力 3 系統、 ノ ーマルク ローズ

定格消費電流 Ie 3 x 100 mA、 短絡 / 過負荷保護

電圧降下 Ud 3 V 以下

ON 時応答速度 ton 約 30 ms
OFF 時応答速度 toff 約 30 ms 　

環境条件
動作周囲温度 0 ～ 50 ºC 
保存周囲温度 -40 ～ 70 ºC 
機械的仕様
保護等級 IP65
ケーブル 構成 : 6 芯、 長さ :2 m、 材料 : PVC ( ポ リ塩化ビニル）

材質
ハウジング 真ちゅ う、 ニ ッ ケルメ ッ キ、 PBT （ポリ ブチレンテレ フ タ レー ト ）

発振素子 エポキシ樹脂 / グラス フ ァ イバ混入、 発泡ポリ ウレ タ ン
重量 300 g
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WH

BK
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+UB (18 30V DC)

1
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-UB (0V)

接続方法

UDCM-30GM-085-3E3

特長 テ クニカルデータ

型番

寸法



超音波二重プレート検出センサ ( コン ト ローラ内蔵形 ) UDCM-30GM-085-3E3

付設定

アクセサリ

取付ブ ラケ ッ ト
MH-UDB02        　　             

コネク タ ケーブル
UDB-Cable-1m
UDB-Cable-2m 

d

b

a

a = 20 ... 30 mm
b ≥ 75 mm
d = 50 ... 150 mm
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センサ機能の概要

超音波二重プレー ト 検出センサは、 コ ンベアなどの機械のア タ ッ チ メ ン ト に適し てい
ます。 プレー ト やシー ト が重なってセンサを通過し た際に検出する事によ り、 機械の
保護、 ト ラブルメ ンテナンスの軽減、 材料の無駄を省 く こ とができます。 

超音波二重プレー ト 検出センサ UDC シ リーズは、 超音波の透過特性を利用し て、 下
記の様な場合を各々検出し ます。

- プレー ト が無い場合 ( 空気のみ） 
-  1 枚のプレー ト がある場合 
- 2 枚以上のプレー ト が重なっている場合 

受信ユニ ッ ト に内蔵されている コ ン ト ローラにはマイ ク ロプロセ ッサが搭載されてお
り、 受信し た超音波信号を高速演算処理し て上記の 3 タ イプの区別をスイ ッ チング出
力し ます。 また、 演算処理の際には、 温度や湿度などの環境条件の変化に感応し た自
動補正を行っています。

動作原理 
超音波二重プレー ト 検出センサは、 送信ユニ ッ ト から発振し た超音波を受信ユニ ッ ト
で強度を測定する こ とによ って、 送受信ユニ ッ ト 間のプレー ト の状態を判別し ていま
す。

プレー ト が無い時は、 超音波はほとんど減衰せず受信ユニ ッ ト に達し ます。 つま り受
信強度は最大にな り ます。 プレー ト 1 枚の時は、 超音波はプレー ト に吸収され、 減衰
し た強度にな り ます。 2 枚の時はさ らに吸収が多 く なる と と もに、 プレー ト 間内での
数回の反射を起すこ とによ って、 振動エネルギーが大き く 相殺されます。 この受信強
度の差によ って、 プレー ト 無し、 1 枚、 2 枚以上の判別を し ます。 

また、 プレー ト の材質によ って、 透過する超音波強度は左右されます。 プレー ト が硬
く 厚いほど透過量は少な く な り、 薄いプレー ト では吸収が少な く 、 多 く の振動波が通
過し ます。

UDCM-30GM-085-3E3 は 4 種類のプログラムを持ってお り、 プレー ト の厚さ、 材料に
応じ て切り替えられます。

配線、 接続 

通常モー ド 
PK 線が +UB または -UB に接続されている時、 通常モー ド と し て働きます。

配線色 タ イプ 機能 備考

BN （茶） 電源 +UB 18 ～ 30 VDC
WH （白） 出力 プレー ト 1 枚検出 PNP、 ノ ーマルク ローズ

BK （黒） 出力 プレー ト 2 枚検出 PNP、 ノ ーマルク ローズ

GY （灰） 出力 プレー ト 無し検出 PNP、 ノ ーマルク ローズ

PK （桃） 入力 モー ド切り替え、
パルス幅設定

出力パルス幅延長 : 
-UB= 無、 +UB=120ms

BU （青） GND -UB 0 V

検出状態 LED 出力

　 　 プレー ト 無し 　 　 　 黄色 　 　 　 GY （灰）

　 　 プレー ト 1 枚 　 　 　 緑色 　 　 　 WH （白）

　 　 プレー ト 2 枚 　 　 　 赤色 　 　 　 BK （黒）
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UDCM-30GM-085-3E3超音波二重プレート検出センサ ( コン ト ローラ内蔵形 )
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出力パルス幅設定 
PK 線を+UB に接続し て電源を投入する と、検出タ イ ミ ングが 120ms 以下の場合、パルス幅が 120ms に延長されて出力

されます。 

注意 ： 通常モー ド では、 PK 線は、 ノ イズ誤動作も し く は誤操作を避ける為に、 必ず +UB か -UB のどち らかに固定し

てから通電し て く ださい。
最小パルス幅延長に設定する と、 2 出力が重なって出力される タ イ ミ ングが生じ る場合があ り ます。

プログラム表示 

通常モー ド時に PK 線を +UB または -UB から開放する と、 現在選択されているプログラム番号を表示し ます。 緑 LED
が 1 ～ 4 回点滅し たあと、 しばら く 消灯し てまた点滅を繰り返し ます。 この点滅回数がプログラム番号を表し ます。
この時、 すべての出力端子は非検出状態にな り ます。 

プログラム 

プログラム 1 番は、 幅広い材料を カバーし ています。

設定モー ド 

PK 線を開放し て電源を投入する と、 プログラム表示、 センサのアラ イ メ ン ト 調整、 プログラム選択の順番で設定モー
ド に入り ます。

注意 : 以下の PK 線の開放、 +UB、 +UB への接続は 0.5 秒以上行って く だ さい。

1. プログラム表示 ( 設定モー ド）

通常モー ドのプログラム表示と同様に選択されているプログラム番号を緑 LED の点滅回数で表示し ます。

こ こで、 PK 線を -UB に接続する と アラ イ メ ン ト 補助モー ド にな り ます。 ( この時、 +UB に接続し ても無効と な り
ます。）

2. アラ イ メ ン ト 補助モー ド

送信信号強度と受信感度を調整し ながら、 送受信ユニ ッ ト の取り付け状態での最適値を設定し ていきます。

送受信ユニ ッ ト 間に何も無い状態の時、 LED の状態は以下のよ う にな り ます。

- 赤または緑 LED が点灯 :

送受信ユニ ッ ト の軸位置、 間隔が極端に合っていない。

- 黄 LED が点滅 :

送受信ユニ ッ ト の軸位置が少しずれている。 または間隔が遠い。

アラ イ メ ン ト 位置が適正に近づ く と、 黄 LED の点滅速度が速 く な り ます。

- 黄 LED が点灯 :

最適なアラ イ メ ン ト 位置

アラ イ メ ン ト 補助モー ド では、 緑、 赤 LED 表示は通常モー ド と同様に、 プレー ト 検出時に点灯し ます。 ただ し、
出力線 （GY、 WH、 BK） からは、 検出信号は出力し ません。

･アラ イ メ ン ト 位置調整後、 電源を切る と調整が記憶されます。

こ こで、 PK 線を開放し て再度 -UB に接続する と、 調整が記憶され、 プログラム選択モー ド にな り ます。

3. プログラム選択モー ド

アラ イ メ ン ト 補助モー ドの後に、 以下の手順でプログラムを選択し ます。

①現在選択されているプログラム番号が、 緑 LED の点滅回数が表示されます。

② PK 線を開放状態にし ます。

③ PK 線を +UB に接続し ます。

④緑 LED の点滅回数が 1 つ増え、 この回数のプログラム番号に選択されます。

ただ し、 プログラム 4 の次はプログラム 1 に戻り ます。

⑤変更し たいプログラム番号まで、 PK 線の開放、 +UB への接続を繰り返し ます。

⑥プログラム選択後、 電源を切る と調整が記憶されます。

こ こで、 PK 線再度 -UB に接続する と、 調整が記憶され、 アラ イ メ ン ト 位置調整モー ド に戻り ます。

PK = -UB   パルス幅延長な し

PK = +UB   最小パルス幅 120 ms に設定

プログラム番号 用途

1  標準設定 　 （初期値）

2  厚い材料

3  薄い材料

4  薄い板金、 金属ホイル
: +65 6779 9091Pepperl+Fuchs Group
www.pepperl-fuchs.com

: +49 621 776-4411
fa-info@de.pepperl-fuchs.com fa-info@sg.pepperl-fuchs.com

: 045-939-7802
fa-info@jp.pepperl-fuchs.com
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注意 
UDCM-30GM-085-3E3 は送信ユニ ッ ト と コ ン ト ローラ内蔵の受信ユニ ッ ト から構成されています。 

この 2 つのユニ ッ ト の個別の組み合わせで、 製造時に最適と なる様に調整されています。 従って、 この組み合わせを変え、 他
のセンサユニ ッ ト と組み合わせてはご使用にはなれません。 

プ ラグコネク タは取り付けの際に、 一時的に切り離し、 作業性を良 く する為の目的であ り、 他の組み合わせを可能にする も
のではあ り ません。 送信ユニ ッ ト と受信ユニ ッ ト にはそれぞれシ リ アル番号が記載されたラベルが貼っ てあ り ますので、 必
ず同一のシ リ アル番号の組み合わせでご使用 く だ さい。 

二重プレー ト 検出を確実にするためには、 プレー ト 間に空気が入っている こ とが必要です。 2 枚のプレー ト が油膜によ って密
着し ている場合は、 1 枚と検出する可能性が高 く な り ます。

複数以上の超音波二重シー ト 検出センサを近隣に並べてご使用の場合、相互間の超音波干渉が起こ る こ とがあ り ますので、そ
れを防ぐ為には設計時に予め適切な対策を施す必要があり ますのでご注意 く だ さい。

またシーケンス制御にてプログラム変更をする場合は、 リ レー接点等を用いて PK 線と +UB、 -UB の接続が確実である こ と、
および完全に開放状態になる こ と を確認し て く だ さい。

切り替えに必要な各ステ ッ プの最低ホールド時間は 500msec です。

ト ラ ンジス タ出力等によるオン･オフ･ハイ イ ンピーダンス制御は出来ませんのでご注意 く だ さい。

PK=+UB 

PK=-UB   

PK=NC 

PK=NC 
PK=+UB 

PK=-UB   

LED

PK=-UB 

PK=NC  =>  PK=-UB 

PK=-UB  <= PK=NC

PK=NC 
PK=+UB 
PK=-UB 

:  
:  
:  0V 

LED
PK=NC  =>  PK=+UB

PK
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